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１　はしがき

　白山火山およびその周辺地域の地磁気異常については，新エネルギー総合開発機構（NEDO）が全国

地熱資源総合調査の一環として航空磁気測量を実施している。そしてその成果が全磁力異常図として

刊行されている（大久保ほか. 1985）。この結果によると陸上での局地的な異常（図中でコンターの

混んでいる所）はほとんどが第四紀の火山岩の分布する地点と一致する（図Ⅳ-7）。今回は特に白山

火山の山頂付近の全磁力異常分布を調べることを目的に，プロトン磁力計を用いて全磁力測定を実施

した。

２　地磁気異常

　地球磁場の起源としては大きく分けて地球内部起源と地球外部起源のものが考えられる。内部起源

のうち最大のものは核内の流体運動に起因する双極子成分であり，ダイナモ理論によって説明が行わ

れている。外部起源のものは主に太陽活動に原因をもつ。今回我々が注目しているのは内部起源のう

ちでも特に地殻上部にその原因をもつものである。

　次に地球磁場の異常を求めるためには，何か標準を設ける必要がある。そしてこの標準からのずれ

を地磁気異常と定義する。そのために国際標準地球磁場（IGRF:International Geomagnetic Referen

ce Field)が定義されている。この国際標準地球磁場は表面球関数により定義され，その係数は５年ご

とに改訂され，現在はIGRP85を使用している（近い将来IGRF90に改定される）。この国際標準地球磁

場は基本的に地球の核に原因をもつ成分を表わしている。

　さらによく知られているように，地球磁場は一定不変なものではなく，たえず変化している。その

うち１日周期で繰り返している変化は地磁気日変化と呼ばれる。地磁気異常を求めるためにはこのよ

うな短周期の変化を取り除く必要がある。通常はどこか基準の観測点を設置し，そこで地磁気の連続

記録を行ない，観測期間中の短周期変助の影響を除去する。

　比較的狭い範囲で，地球磁場がその付近の平均的磁場より著しくずれている場合，地磁気の局地異

常があるという。陸上の局地地磁気異常のうち，最も代表的なものは火山体によるものである。火山

を構成している玄部岩や安山岩は比較的強い自然残留磁化をもっているので，火山全体がいわば一つ

の磁石になっていると考えられる場合が多い。火山によって生じる地磁気異常は日本では富士山，三

宅島，伊豆大島，浅間山，桜島，阿蘇，八ヶ岳，有珠山などでよく調査されている。最近の航空磁気

測量はこれらの火山の異常を明らかにし，火山体の構造に関する議論に貢献している。

　つまり岩石を構成する帯磁の強さは，誘導磁気と残留磁気の強さで決まる。誘導磁気の強弱は岩石
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の磁化率の大小で決まるものであり堆積岩よりも火成岩が，火成岩の中では酸性岩より，塩基性岩・

超塩基性岩が高い磁化率を示す。また残留磁化も同様の傾向をもつ。

　磁気異常は重力異常とちがい同じ形状の磁気岩体であっても.緯度のちがいによって異常の分布パ

ターンが異なる（図Ⅳ-1）。また図Ⅳ-2には磁性岩体の大きさと観測される磁気異常の関係を示し

た。

３　測定方法

　磁場はベクトル量であるので，地球磁場を完全に規定するためには，通常互に独立な方向および大

きさを与える量を求める必要がある（磁場の３成分）。しかし，ここでは最も基本的な測定量である

全磁力を用いる。ここで白山山頂部の測定に用いたプロトン磁力計（ProtonPrecession Magnetonete

r）について簡単な説明を行なう。プロトン磁力計は現在最もよく使用されている磁力計である。

　プロトン磁力計の動作原理は，次の通りである（図Ⅳ-3）。水（または灯油）を入れた容器にコイ

ルを巻いて直流電流を流すと，水中のプロトン（水素イオン，すなわち水素原子核）は，コイルの作

る磁場によって，一定の方向に揃った磁気モーメントをもつようになる。このとき突然電流を切ると，

各プロトンはいっせいに地球磁場のまわりに自由歳差運動（こまの首振り運動）を起こす。そうする

と，コイル中には運助の周波数に等しい交流が誘起されるので，これを増幅して周波数カウンターで

周波数を測定する。この周波数をf Hzとすれば地球磁場全磁力Ｆはγ（ｶﾝﾏ）単位（S I単位ではｎ

T（ﾅﾉﾃｽﾗ））ではかって

　　　　　F = 23.4874f

となる。

　プロトン磁力計は，プロトンの磁気モーメントという原子的定数を基礎にしているので，温度・湿

度など，外界の環境に支配されないという利点がある。また少しくらい動揺している場所でも測定可

能であるので，船で曳航したり，航空機に搭載したりすることができる。このような利点があるため

現在の全磁力測定はほとんどプロトン磁力計を使用している。

　今回白山山頂部の測定に用いた磁力計は富山大学のバリンジャー製GM-122型携帯用プロトン磁力計

である。また測定点の緯度，経度は，2万５千分の１地形図を基にデジタイザーを使用して決定した。

　磁力計のセンサーはアルミ棒により，高さ1.5ｍに設置して観測を行ない.193地点でデータを得た。

各測定は, 3回以上行ない，その平均値を採用した。全磁力異常を求めるための基準とした全磁力値

は，京都大学防災研究所・上宝地殻変助観測所の西天生（にしあもう）観測点でプロトン磁力計によ

り得られた値を使用し，地磁気日変化を補正した。

４　測定結果

　表Ⅳ-1に全磁力の測定結果を，図Ⅳ-4に山頂付近の全磁力異常図を示す。その結果，全磁力値が

大きい地域や，磁場勾配の大きい地域が存在し，このような地域は，新しい溶岩流または火砕流堆積

物の存在を示唆するものと思われる。

　図Ⅳ-5に室堂から山頂へかけての全磁力異常のプロファイルを示す。全磁力異常は山頂で最大でな









く，それより水平距離で約150m下の測定点で最大値（1920ガンマ）を示している。この地形的なピーク

と磁気異常のピークのずれから図Ⅳ-6の模式図に示すような構造が推定される。つまり隆起した基盤

岩（室堂平）の上に現在の御前峰を構成する安山岩類の火山噴出物が分布しているとすれば定性的に

説明できる。この結果は長岡ら(1985）にも示されている白山火山は隆起した基盤の上に噴出したとの

解釈とも調和的である。

　図Ⅳ-７は大久保ほか（1985）による航空磁気測量の結果である。今回の測定は図中に四角で示した

範囲を測定しただけであり，今回の地上での測定とは波長の関係で見ているものが全く違う。つまり

航空磁気測量の結果はより深い構造を表わしていると考えられる。航空磁気測量の結果からは白山の

周辺では顕著な正負の磁気異常の目玉が認められるが定量的な解釈はまだなされていない。このよう

に白山火山の磁気的性質については，今回の観測でごく一部を着手したにすぎず，今後さらなる観測

が必要である。

　なお山頂のごく近くでは全磁力測定が難しかったり，たとえ測定できても，きわめてばらつきの大

きい値がえられた地点が数多くみられた。これは落雷による影響と考えられる。
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